Statistical Mechanics Theory of Non-equilibrium System by 柴田, 文明 & 桝谷, 道子
Title非平衡系の統計力学(第22回物性若手「夏の学校」開催後期・報告)
Author(s)柴田, 文明; 桝谷, 道子



















相互作間の媒介としては, 短eが nearlyferromagneticであるために生ず るパラマグノ
ンが考えられる｡
続いて超流動状態でのNMR,集団運動モー ドとしてのスピン波,音波 (特に笥四音













量子力学的な非可換な量を取 り扱 うのに, C一数空間に対応 させ る方法がある｡ そ
のひとつにコヒー レン ト表示がある｡
Bose演算子についていうと,●コヒーレン ト状態 tz>は Bose演算子 aの固有状態
として,
alz>- zlz>




ところで, Spin演算子についても,二種の B(方e演算子 ta十,a'J I.及び, ta_a二lI
を用いて,
s±-a± a手, S｡ - 与 ta.'a十一a_ a｣
十 十
のように書けるので,コヒーレン ト表示ができる｡ しか し, ここで導びかれた,スピ
ンコヒー レント状態には, spinの大きさJのすべての値が含まれている｡そこで,
J2-S.2号(S+sI･S-S+) の部分のみをとり出す射影演算子PJ をほどこすO つ
まり,いったん拡げた空間から,必要な部分だけを取 り出すわけである｡このように
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